



















Research on Child Rearing





　The purpose of this study is twofold. First is to learn about certain aspects of young 
children’s life styles, such as eating, changing clothes, and completing toilet training. The 
other is to study parents’ discipline towards their children in daily life. 
　The questionnaires are sent to 254 children’parents and are mainly filled in by their 
mothers. The children’s life styles seem to be greatly influenced by their parents’ life. 
That is, their waking and sleeping time, and so on. In eating behavior, many children 
dislike some kinds of vegetables, but they tend to like fruit and meat. Children in day 
nurseries usually get up earlier and go to bed later than children in kindergartens. 
Concerning parents’ discipline, they expect their children to be more independent and 
socially well-mannered rather than just obedient. 
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無し２人 ３人 ４人 ５人以上
Ａ ５（9.4）
48
（90.6） 29 10 ７ １ １
Ｂ 13（18.3）
58
（81.7） 41 ７ ９ ０ １
Ｃ 31（41.3）
44
（58.7） 20 ８ 13 １ ２
Ｄ 18（46.9）
25
（58.1） 13 ９ ２ １ ０
 
 表４　各園の子どもの年齢分布
0 ～ 2（％） 3～ 4（％） 5～ 6（％） 7以上（％） 計
Ａ 1（1.8） 27（49.1） 27（49.1） 0（0） 55
Ｂ 1（1.3） 28（35.5） 46（58.2） 4（5.1） 79
Ｃ 26（34.2） 26（34.2） 22（29.0） 2（2.6） 76













        ある（％） ない（％） その他
A 32（66.7） 16（33.3）  6































































































































































































０ １ ２ ３ ４ ５ ６ 他 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ 他
Ａ ６ 21 21 ３ ３ ０ ０ ０ ０
Ｂ 12 13 33 ９ ４ ０ ２ ２ ０
Ｃ ０ １ ２ 14 12 17 ２ １ １ 12 10 ０ ０ ３ ０
Ｄ ０ ０ ０ ９ ７ ９ １ １ ６ ６ １ ０ ２ １
表６　食事（朝・夕食）は家族一緒のことが多いですか
園 はい（％） いいえ（％） その他
Ａ 47（90.4） 5（9.6） ５
Ｂ 55（77.5） 16（22.5） ４
Ｃ 63（85.1） 11（14.9） 10



















Ａ 39（79.6） 10（20.4） ４
Ｂ 52（72.2） 20（27.8） ３
Ｃ 36（48.6） 38（51.4） 11





















Ａ ８（15.7） 43（84.3） ６
Ｂ ８（12.3） 57（87.7） 10
Ｃ 15（21.7） 54（78.3） 15
Ｄ ３（8.3） 33（91.7） 12















　 できる　 できない その他
Ａ　衣服着脱 54　 ０ ３
　　靴をはく 52　 ０ ５
　　ボタンの取り外し 52　 ０ ５
Ｂ　衣服着脱 70　 ２ ３
　　靴をはく 71　 ０ ４
　　ボタンの取り外し 68　 ０ ７
Ｃ　
　　衣服着脱
３歳未満 ３歳以上 ３歳未満 ３歳以上
12 47 14 ２ ８
　　靴をはく ９ 48 16 ０ ９
　　ボタンの取り外し １ 43 24 ４ 10
Ｄ　
　　衣服着脱
３歳未満 ３歳以上 ３歳未満 ３歳以上
７ 30 ６ １ ４
　　靴をはく ５ 27 ７ ２ ６
　　ボタンの取り外し ２ 27 10 ３ ６
　A B C D４園の子どもたちの起床、就寝の様子は表11、表12に示す通りである。
睡眠について
表11　　各園の子どもの起床時間
　 ６時 ６時半 ７時 ７時半 ８時 ８時半 その他
Ａ ４ 11 16 20 ３ ０ ２
Ｂ ９ 15 19 20 ９ ０ ２
Ｃ 11 26 23 10 ４ ２ ７









8 : 00 8 : 30 9 : 00 9 : 30 10 : 00 その他 合計
Ａ ３ 12 24 ６ ８ ３ 56
Ｂ 11 14 24 10 ８ ７ 74
Ｃ ０ ６ 26 18 21 12 83
Ｄ ２ ３ ７ 15 15 ５ 47









　 はい いいえ その他
Ａ
１ あいさつを指導 54 ０ ２
２ 年長者等の尊重の教育 40 14 ３
３ 特別援助がいる子どもや外国人への言葉かけの勧め 22 29 ５
Ｂ
１ あいさつを指導 69 ２ ３
２ 年長者等の尊重の教育 53 17 ５
３ 特別援助がいる子どもや外国人への言葉かけの勧め 21 49 ４
Ｃ
１ あいさつを指導 68 ８ ７
２ 年長者等の尊重の教育　 48 28 ８
３ 特別援助がいる子どもや外国人への言葉かけの勧め 34 41 ８
Ｄ
１ あいさつを指導 39 ４ ４
２ 年長者等の尊重の教育 28 15 ５
３ 特別援助がいる子どもや外国人への言葉かけの勧め 12 29 ６
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　表13を見ると「家庭で意識的にあいさつ（おはよう、ありがとう、いただきます、ごちそ
う様、おやすみ、さよなら等）をするよう、指導しているか」にはどの園でも共通して殆ど指
導していることが分かる。２、「年長者、特にお年寄りを大事にし、敬うことを教えているか」
はA、B幼稚園のほうがC、D保育園より「はい」回答が多い。３の問い「普段、あまり身近
で出会わない子ども（例えば特別援助を必要とする子ども、外国人等）に会ったら、友だちに
なり、積極的に言葉をかけるように話すか」はどの園も「いいえ」が、多かった。この問いに
対する母親の年代との関係を分析したが、特には見られなかった。A幼稚園とC保育園は「い
いえ」回答が他の２園より目だって少なかったので、また母親の年齢層も若い２園なので分析
した。若い年齢層が日常性と異なることに鋭敏かと年齢分析をしたが、必ずしもそうともいえ
なかった。３の問いに対しては「出会うチャンスが無いので私も子どもも難しい」「会う機会
がない」という書き込みもあった。３の問いは同質文化に慣れ親しんでいる我々が外国の人々
や行動、反応が多くの人々から異なる援助が必要な人々への保護者の子どもの働きかけを見る
項目でもあった。グローバル時代といっても地方都市では、外国人と常に接しているとはいえ
ないし、様々な重い障がいを持つ子どもや大人の人々といつも出会える環境でもない。
　次に家庭のしつけで特に大切にしているものを、選択肢６つの中から二つ選択してもらった。
「自分のことは自分でやるよう努力する」がD園以外は断然多く３園の回答者の67％から70％
が選択した。D園の回答者は「他の人に迷惑をかけない」が最も多く（53.7%）ついで「自分
のことは自分でやるよう努力する」を選択（46.4％）した。A、B幼稚園とC保育園は「自分
のことは自分でやるよう努力する」と「他の人に迷惑をかけない」が１，２番目に多い選択で、
D園は同じ項目を順位逆に選択した。「親の言うことを聞く」「家族の言いつけを良く守る」等
は一番下位に選択され、むしろ子どもの自立や自己主張、他人に迷惑をかけない等をより多く
選択した。「子育てで特に困ることはあるか」の問いに「ある」と各園回答した。C保育園が
最も多く（36.5％）D保育園が最も少ない（17.1％）A幼稚園（25.0％）B幼稚園（29.7％）と
続く。各園の保護者は子育ての悩みはそれぞれ持っている。わずか２園ずつの比較ではあるが、
子育ての悩みは幼稚園児の親と、保育園児の親では内容が異なる。幼稚園児の母親から「父親
の帰宅を待ってなかなか寝ない」、「兄弟げんかする」、「自分でできることは自分でやって欲し
い」、「反抗的な態度する」、親側の問題として「身近な大人との関わり」、「自分のいらいら」、「地
域の人との交流がもてない」、「父親の帰宅遅く、子育て手伝って貰えない」等があげられる。
　保育園児の母親は子どもの対応や自分自身の問題が、自分の勤務条件から影響を受けている
悩みを様々述べている。例えば「帰りが遅く、ゆっくり子どもと接する時間が無い」、「母に夜
勤があり、子どもと一緒にすごす時間がない」、「親の帰宅が遅いので、寝る時間が遅くなって
しまう」、「仕事をしている為、子どもの生活のリズムがうまく整えられない」家族関係では、「核
家族で祖父母が遠方なので子どもの急な病気の時困る」その他乳児の子育てに悩む様子もある。
「意味が分からず泣かれたらどうしてよいか分からなくなる」、「子どもとコミュニケーション
が取れない」など多くあげられた。子育ての支援の重要性が見える。
　次に「家庭で親子が一緒に楽しい時間を過ごすよう、心がけているか」に対してはB園
（88.4％）を除いては殆ど90％台で「はい」と回答する。親子が家庭で一緒に楽しいひと時を
過ごす方法はいろいろある。その中の一つに幼児にとって親に読んで貰う絵本の世界がある。
「自宅で時間があれば絵本を読んであげるか」の問いには各園の保護者とも積極的である。「は
い」回答はD園が最も多く（95.2％）C園（79.7％）B園（76.8％）A園（67.9％）となっている。
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「はい」と回答した人にどんな絵本を読んであげているかと聞くとA幼稚園、B幼稚園は「日
本昔話」が一番多く、次に両園とも、「日常生活もの」が多かった。３歳未満児が多いC保育園、
D保育園は「日常生活もの」を一番多く読んであげ、続いて「動物絵本、日本昔話」だった。
絵本の傾向は幼稚園と保育園は上位に読まれる傾向が分かれた。４園全体を通して一番多く読
まれたのは「日常生活もの」85、次は「日本昔話」71、「その他」45、「動物絵本」43、「乗り
物絵本」34、「外国のもの」33となっている。「その他」をあげた人でコメントをつけたもの
としては「簡単な物語」「音の出る童謡」「絵本一般」「キャラクターもの」等様々あげていた。
考察
　子育ての実態をアンケート調査により、S市内のごく限られた範囲ではあるが、保育園、幼
稚園に通っている幼児たちの日常生活が見えた。最近「食育」と盛んに言われるが、幼児期か
ら食生活を大切にすることが重要であると、今回の調査でも感じられた。親はなるべく手抜き
をしないで、可能な限り食事の工夫をすることが大切である。保育園児と幼稚園児の母親から
のコメントの中には、夫の協力を願っている意見が幾つかあった。夫婦協力の体制は夫側にも
かなり意識され、深まってきているが、夫あるいは父親としてのより一層の子育ての協力が望
まれる。
　幼児が家族、家庭の事情で保育園か幼稚園に通園しているが、2006年からは国の施策で認
定子ども園もスタートした。保育の形態を一本化するには、まだ時間もかかるし、準備期間が
十分かという疑問も残る。現在盛んに行われつつある地域の子育て支援の強化はやはり必要と
思われる。S市でも待機児童の問題、公立保育所の民営化の課題など多々あるが、幼児の豊か
な発達保障を保育専門家や親や行政等が協力していくことで楽しい子育てができると良い。現
代の生活スタイルに合った保育方法を模索し、質の高い保育を目指すことである。保育者養成
大学では、幼児、児童の幸福な日々の成長を援助できる優れた保育者を教育できるカリキュラ
ムの掘り起しが大切と考える。
　二つの保育園と幼稚園を分析の過程で比較したが、統計的処理は殆どしなかった。統計的な
面から見るには人数が少なくて、個人の特色や園の特徴が出ると思われた。母親のコメント等
を更に分析して子育ての問題を探りたい。今回は幼児の生活の実態の確認にとどまり、遊びの
実態と生活との関係などは今後の課題としたい。
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